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             審   査   の   要   旨 
 
 外洋を撮影した衛星データに対して大気補正を行うための有用なアルゴリズムが90年代から確立されてい
る。しかし、湖沼や海洋沿岸帯など濁度の高い水域おいては、多くの大気補正アルゴリズムが提唱されている
が、適用範囲が限られている現状である。本研究は、現存の大気補正アルゴリズムが適用できない高濁度水域
を対象にし、新たな大気補正アルゴリズムを開発することを目的としたものである。高濁度という特徴を生か
し、従来の大気補正アルゴリズムにあるエアロゾルモデルの選定という難題を克服した。また、大気補正アル
ゴリズムに必要な生物光学モデルを利用する際に、従来の経験式の代わりに半理論式を取り込むことができ、
新大気補正アルゴリズムの適応性を向上させた。この結果、従来の大気補正アルゴリズムと比べ精度が格段に
高いことを示した。このように大気補正と水質推定アルゴリズムを駆使して、衛星データによる湖沼水質の時
間・空間変化をモニタリングできることは、関連研究者から高い評価を得ていて、今後の湖沼水質保全・水資
源管理への活用が期待されている。 
平成２６年６月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
